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学校番号 3016 

令和５年度 工業科（産業創造系） 

 

教科 工業 科目 ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ実習 単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

テキスタイルデザイン実習は、テキスタイル製品やデザインの基礎、ＩＣＴの基礎技術を総合的に理解

し、実習以外の科目で学んだ創造性と組み合わせて新しい製品を提案できるようになることが目標で

す。実習の中では、２年生の実習では主に基礎となる実習を中心に行います。自分の考えたアイデアを

どうすれば効果的に提案できるのかを考えながら実習に取り組むなど学習の効果を高めるよう工夫し

ましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

テキスタイルデザイン実習は、染色技術や，色彩・配色，ソーイング、グラフィックソフト等の基本的

操作の知識・技術を身につけ、独創性のある工業作品および，プレゼンテーション資料として表現でき

ることを目標とする．また，実習作業においては、自分の考えたアイデアを形にするため，他者と協働

しながらより良い作品作りに対する姿勢を養い，ものづくりに対して主体的に活動できる人物を育成す

る． 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

テキスタイル製品やデザイン

に関する基礎的・基本的な知

識を身に付け、現代社会にお

ける工業の意義や役割を理解

している。 

テキスタイル製品やデザイン

に関する基礎的・基本的な技

術を身に付け、環境に配慮し、

ものづくりを合理的に計画

し、その技術を適切に活用し

ている。 

テキスタイル製品やデザイン

の解決をめざして思考を深め、

基礎的・基本的な知識と技術を

基に、技術者として適切に判断

し、表現する創造的な能力を身

に付けている。 

テキスタイル製品やデザイン

に関する課題について関心を

もち、その改善・向上をめざし

て主体的に取り組もうとする

とともに、実践的な態度を身に

付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

パ
ー
ト
１ 

デ
ザ
イ
ン
技
法 

デッサン、パースの基礎 

インテリアエレメントの表現

技法の習得 

室内にどのようにインテリア

エレメントを配置するかを

計画し、製図する。 

作品の評価と成果表現 

a: インテリアパース・デッサン

の基本技能や表現法を身に付け、

正確な寸法感覚を身につける。 

インテリアに関する総合的な知

識を習得し、活用できる程度の理

解が得られている。 

 

b: インテリアエレメントにはど

のようなものがあるのかを学び、

それぞれの空間に合わせた配置

計画を思考・判断し、自らインテ

リアエレメントを計画し、パース

で表現出来る。 

 

c: インテリアパースやデッサン

の技法に関心を持ち、書き方の技

術向上をめざして意欲的に取り

組んでいる。 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 

パ
ー
ト
２ 

イ
ン
テ
リ
ア
エ
レ
メ
ン
ト 

概要説明 

コンセプトの設定、スケッチ 

図面演習 

文字盤のデザイン図面 

形態の三面図 

文字盤の制作Ⅰ 

文字盤の制作Ⅱ 

ムーブメントの取り付け 

本体の作成Ⅰ 

本体の作成Ⅱ 

文字盤と本体との接合 

プレゼン 

a: 使用する機器や道具の使用目

的と方法を理解し、必要に応じて

適正に使用できる。 

デザインに関する知識を身につ

け、社会に発信していく目的とそ

の手法について理解し、考えるこ

とができる。 

 

b: 今の工程が全体のどの段階か

理解している。またコンセプトに

合ったデザインを表現しようと

している。 

 

c: 図面をもとにそれを立体化さ

せる工程に興味を持ち、意欲的に

取り組んでいる。 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 

パ
ー
ト
３
・４ 

ソ
ー
イ
ン
グ 

寸法採寸について 

パターン（製図）について 

裁断について 

手縫いについて 

ミシン縫いについて 

作品の評価と成果発表 

a: 班員と協力し、助け合いなが

ら作業を進めることができる。 

パターン（製図）、作業服の制作

工程について理解している。 

 

b: 作業の意図を理解し、取り組

むことができる。 

 

c: 洋裁に興味を持ち、意欲的に

取り組んでいる。 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 
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パ
ー
ト
５ 

染
色
技
術 
Ⅰ

 

 

型紙捺染について 

シルクスクリーンについて 

エコバックの形に縫製し、作

品を制作する 

作品の評価と成果表現 

a: 捺染とシルクスクリーンの制

作手順とエコバックの縫製手順

を理解し、作品を制作することが

できている。 

捺染とシルクスクリーンの制作

手順について理解している。エコ

バックの縫製の仕方について理

解している。 

 

b: 自分でデザインを考え、その

デザインの意図を表現し、発表す

ることができている。 

 

c: 捺染、シルクスクリーンの染

色技法に興味を持ち、意欲的に取

り組んでいる。 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 

パ
ー
ト
６ 

Ｃ
Ａ
Ｄ Ⅰ

ａ 

Inventor 使用法の概要につ

いて 

プリントを利用した Inventorに

よる基本形形状課題 

プリントを利用した Inventorに

よる基本形状応用課題 

アセンブリの基本課題と応用 

最終図面作成（パーツファイ

ルから２D図面まで） 

チャレンジ課題（準 1級モデリ

ング）、その他の操作方法。 

a: ３D の形状把握と作成に必要

なコマンド操作を行うことがで

き、２Dスケッチおよびフィーチ

ャ作成をする技術及びそれらを

組み立てるアセンブリデータ作

成の技術を身につけている。 

複数のパーツファイル作成演習

より、各種描画コマンドの使用

法、幾何形状および寸法に関する

拘束について指示された通りに

操作しながら理解することがで

きる。 

 

b: 理解したパーツファイル作成

方法を利用し、三面図を見ていか

にして正確な立体形状ができる

か手順を考え、判断しながら、課

題作成に取り組んでいる。 

 

c: 意欲的に Inventor ソフトの

応用性を理解し、３Dモデリング

作成のプレゼン技術に関心を持

ち、活用していく態度が深まって

いる。 

 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 

パ
ー
ト
７ 

Ｃ
Ｇ Ⅰ

 

Photoshopの基本操作につい

て 

Photoshop の基本操作を組み

合わせ作品を作る 

illustrator の基本操作につい

て 

illustrator の基本操作を組み

合わせて作品を作る 

作品の評価と成果表現 

a: Photoshop、illustratorの基

本的な操作を理解し、作品を制作

することができている。 

Photoshop、illustrator の基本

的な操作方法について理解して

いる。 

 

b: 自分で考えたデザインを

Photoshop、illustrator での適

切な操作を判断し、作品を作るこ

とができる。 

 

c: Photoshop、illustratorの操

作に興味を持ち、意欲的に取り組

んでいる。 

 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 
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パ
ー
ト
８ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ Ⅰ

 

文書作成ソフトを利用し必要

とする書類等を作成できる。 

表計算ソフトを活用し、適切

にデータ処理を行うことができ

る。 

プレゼンテーションソフトの使

い方を理解する 

プレゼンの相互評価 

a: 各種ソフトウェアを効率的に

活用することができる。 

発表する際、どのような資料があ

れば他者に伝えたいことが伝わ

るかについて理解する。 

 

b: 与えられた課題に基づき作成

したプレゼン資料で発表を行う

ことで、相互評価を行うことがで

きる。 

 

c: ICTを利用した文書・表計算・

プレゼン用資料の作成興味を持

ち、意欲的に取り組んでいる。 

 

製作品 

レポート 

レポート・ 

自 己 評

価 ・ 相 互

評価等 

学習状況

の観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


